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（平成２８年１１月末実績参考）
組合員数 6,591名（団体含）

68,934百万円
17,901百万円

2,216.5億円

● 貯金残高
● 貸出金残高 
● 長期共済保有高 

1,488,499千円
79,129千円

141名

● 購買品供給高
● 販売品取扱高
■ 職員数（パート除く） 

豊かな自然・・・そして ふれあいJA白山
広 報

新年特集号

当ＪＡ顧問税理士
福田　正寛

無料税務相談会 要予約
ご希望の方は、ご予約を
お願い致します。

お問い合わせ・お申込先

TEL272－3333
FAX273－0690

（担当／総務課 小坂）

●開催日時  平成29年1月25日（水）
  2月24日（金）
 午前９時～12時
●開催場所 JA白山  本店

●申告相談をお受けする体制は2月16日（木）からとさせていただきます。
松任税務署からのお知らせ

お問い合わせ先／ 松任税務署 白山市博労2丁目22番地 TEL（076）276－2345

①印刷した申告書を郵送で提出できる
自宅や会社のパソコン、タブレットを利用して申告書
を作成し、印刷したものを郵送で提出できます。

②自動計算される
給料や年金などの収入金額や扶養親族の氏名・生年月
日などを入力すれば、税額が自動計算されます。

③次回の確定申告書をスムーズに作成できる
入力したデータを保存すれば、次回以降の確定申告書
の作成に利用できます。

「入力方法がわからない」「操作方法がわからない」と
いったご相談は、電話でお問い合わせできます。
まずは電話にてご相談ください。

所得税や消費税の確定申告書の作成は、国税庁ホームペ
ージ（ https://www.nta.go.jp/） 「確定申告書等作成
コーナー」をご利用ください。

所得税・消費税の確定申告に関する相談の受付は、２月16日(木)からです。
相談が必要な方は、２月16日（木）～３月15日（水）の間にお越しください。
受付時間▶月曜日～金曜日　午前９時～午後４時
※会場の混雑状況により、午後４時前であっても受付を終了する場合があります。

【確定申告会場へお越しになる方へ】
●税務署ではパソコンに入力して確定申告書を作成いただいております。
●会場が混み合う場合には、長時間お待ちいただくことがあります。
●確定申告書に計算誤りなどがある場合には、税務署から文書にてご連絡します。
●ご自身で作成された確定申告書は１月から受付しております。
●確定申告書にはマイナンバーの記載と本人確認書類の提示が必要です。
　会場へお越しの際は、次のいずれかをお持ちください。
　・マイナンバーカードをお持ちの方➡マイナンバーカード　
　・マイナンバーカードをお持ちでない方➡通知カード＋ 顔写真付きの身分証明書（運転免許証など）

メリット‼
e-Tax作成コ－ナ－ヘルプデスク

確定申告電話相談センター
 1/19（木）開設

☎0570-01-5901
　  （全国一律市内通話料金）
★月曜日～金曜日　9時～17時（祝日を除く）
★1月16日（月）からは、9時～20時
　（土・日曜日を除く毎日）
★2月19日（日）以降は、日曜日も受け付けて
　います。

☎076-276-2345（松任税務署）
※音声ガイダンスにしたがって「0」番を選択してください

★月曜日～金曜日　9時～17時（祝日を除く）

電話で相談できます！電話で相談できます！電話で相談できます！
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【
審
議
事
項
】

第
１
号
議
案　

石
川
県
常
例
検
査
指
摘
事
項
に
対
す
る
回

答
に
つ
い
て（
可
決
）

第
２
号
議
案　

平
成
28
年
度
上
期
監
事
監
査
指
摘
事
項
に

対
す
る
回
答
に
つ
い
て（
可
決
）

第
３
号
議
案　

第
４
回
総
代
選
挙
に
係
わ
る
日
程
及
び
選

挙
管
理
者
等
に
つ
い
て（
可
決
）

第
４
号
議
案　

育
児
・
介
護
休
業
法
及
び
男
女
雇
用
機
会

均
等
法
改
正
等
に
伴
う
関
係
規
程
の
改
正

に
つ
い
て（
可
決
）

第
５
号
議
案　

出
資
口
数
の
変
動
に
つ
い
て（
可
決
）

第
６
号
議
案　

平
成
28
年
度
第
４
四
半
期
余
裕
金
運
用
方

針
に
つ
い
て（
可
決
）

【
報
告
事
項
】

①　

平
成
28
年
11
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

②　

平
成
28
年
度
内
部
監
査（
４
〜
９
月
）に
関
す
る
報
告

に
つ
い
て

③　

内
部
監
査
に
関
す
る
内
部
評
価
結
果
に
つ
い
て

④　

平
成
28
年
度
上
半
期
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
に
つ

い
て

⑤　

そ
の
他

第
10
回
理
事
会

日
時
／
平
成
28
年
12
月
26
日（
月
） 

午
後
１
時
30
分
〜

理
事
会
だ
よ
り

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
の
ほ
ど

　   

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

代
表
理
事
組
合
長
　

竹
　
内
　
文
　
雄

代
表
理
事
組
合
長 

竹
　
内
　
文
　
雄

副
組
合
長
理
事 

北
　
村
　
　
　
登

代
表
理
事
専
務 

東
　
藤
　
冨
士
雄

代
表
理
事
常
務 

柄
　
田
　
俊
　
樹

代
表
監
事 

今
　
村
　
文
　
雄

常
勤
監
事 

奥
　
谷
　
英
　
喜

 

　
　
他
　
役
職
員
一
同

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
な
新
年
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
こ
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
Ｊ
Ａ
事
業
に
格
別
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
日
本
経
済
は
、
日
銀
が
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
、
長
短
金
利
操
作
付
き
量
的
・
質
的

金
融
緩
和
政
策
を
導
入
、
デ
フ
レ
脱
却
に
向
け
た
積
極
的
展
開
を
す
す
め
ま
し
た
が
、
企
業

の
設
備
投
資
や
個
人
消
費
の
大
幅
な
拡
大
に
結
び
つ
く
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
米
国
大
統
領
選
後
は
円
安
為
替
が
進
ん
だ
こ
と
や
原
油
価
格
の
上
昇
に
よ
り
、

国
内
景
気
は
緩
や
か
な
回
復
基
調
の
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
情
勢
で
は
、
平
成
28
年
４
月
に
改
正
農
協
法
が
施
行
さ
れ
、
農
協
の
事
業
運
営
原
則

の
明
確
化
、
理
事
構
成
、
公
認
会
計
士
監
査
の
義
務
付
け
等
、
大
幅
な
法
改
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
政
府
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
法
案
は
参
議
院
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
米
国
の
事
情
か
ら

そ
の
発
効
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
不
透
明
な
状
態
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
農
業
関
係
者
に
は

一
時
的
な
安
堵
感
が
あ
り
ま
す
が
、
日
米
貿
易
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
対
す
る
交
渉
圧
力
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
当
Ｊ
Ａ
で
は
、
今
年
は
第
四
次
中
期
３
ヵ
年
計
画
の
二
年
目
に
な
り
ま
す
が
、

基
本
方
針
の
三
本
柱
で
あ
る「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」

の
重
点
方
針
を
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
昨
年
は
園
芸
品
目
の
生
産
拡
大
を
重

点
に
取
り
組
み
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・
ネ
ギ
・
丸
い
も
の
拡
大
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
水
田
フ
ル
活
用
に
よ
る
所
得
増
大
を
基
本
に
園
芸
品
目
の
生
産
拡
大
で
は
、
28
年
か
ら
の

５
ヵ
年
計
画
に
あ
る
販
売
高
目
標
１
・
８
億
円
達
成
へ
の
取
り
組
み
と
、
直
売
所
事
業
で
は

「
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
」
が
開
店
来
、
当
初
の
売
上
計
画
を
大
幅
に
上
回
る
等
順
調
に
推

移
し
て
お
り
、
今
年
は
生
産
者
の
さ
ら
な
る
増
大
に
努
め
、
一
層
の
拡
充
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
白
山
は
今
年
度
、
合
併
10
年
目
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
間
、
組
合
員
皆
様
方
の
大
き

な
ご
支
援
と
ご
協
力
に
よ
り
、
事
業
・
経
営
と
も
一
歩
一
歩
着
実
に
成
長
し
て
ま
い
り
ま
し

た
こ
と
を
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
今
年
３
月
に
は
合
併
10
周
年
記
念
行
事
を
計

画
い
た
し
て
お
り
、
今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て
協
同
の
力
を
結
集
し
た
い
と
考
え
て

い
る
所
で
あ
り
ま
す
。

　
今
日
の
農
業
・
農
協
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
今
こ
そ

協
同
組
合
の
理
念
を
大
事
に
す
る
と
と
も
に
、
農
協
組
織
の
必
要
性
の
再
認
識
と
協
同
活
動

の
強
化
に
よ
り
、
今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
組
合

員
の
皆
様
に
は
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
輝
か
し
い
年
と
な
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
平
成
29
年
１
月
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売
所
事
業
で
は

「
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
」
が
開
店
来
、
当
初
の
売
上
計
画
を
大
幅
に
上
回
る
等
順
調
に
推

移
し
て
お
り
、
今
年
は
生
産
者
の
さ
ら
な
る
増
大
に
努
め
、
一
層
の
拡
充
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
白
山
は
今
年
度
、
合
併
10
年
目
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
間
、
組
合
員
皆
様
方
の
大
き

な
ご
支
援
と
ご
協
力
に
よ
り
、
事
業
・
経
営
と
も
一
歩
一
歩
着
実
に
成
長
し
て
ま
い
り
ま
し

た
こ
と
を
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
今
年
３
月
に
は
合
併
10
周
年
記
念
行
事
を
計

画
い
た
し
て
お
り
、
今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て
協
同
の
力
を
結
集
し
た
い
と
考
え
て

い
る
所
で
あ
り
ま
す
。
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日
の
農
業
・
農
協
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
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状
況
で
あ
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ま
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が
、
今
こ
そ

協
同
組
合
の
理
念
を
大
事
に
す
る
と
と
も
に
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農
協
組
織
の
必
要
性
の
再
認
識
と
協
同
活
動

の
強
化
に
よ
り
、
今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
組
合

員
の
皆
様
に
は
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
輝
か
し
い
年
と
な
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
平
成
29
年
１
月
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組
合
員
の
意
見
を
集
約
し
、事
業
運
営
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、11
月
〜
12
月
に
か
け
て
、

各
集
落
単
位
で
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
意
見
交
換
会
は
今
年
度
で
３
回
目
、「
農

業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換

が
行
わ
れ
、
組
合
員
か
ら
は
「
市
場
で
の
ね
ぎ
選
別
は
厳
し
い
基
準
が
あ
る
が
、
規
格

外
の
も
の
は
ど
う
な
る
の
か
」「
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
に
出
荷
す
る
た
め
に
人
気
の

作
物
は
何
か
」「
地
区
ご
と
に
重
点
品
目
を
も
う
け
て
い
る
が
、
も
っ
と
指
導
等
の
対

応
を
し
て
ほ
し
い
」「
青
壮
年
部
の
活
動
に
つ
い
て
、
農
業
の
後
継
者
を
育
成
す
る
よ

う
な
取
り
組
み
は
ど
う
か
」
等
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
質
問
を
頂
き
ま
し
た
。

支
店
運
営
委
員
及
び
総
代
と
の
意
見
交
換
会

支
店
運
営
委
員
及
び
総
代
と
の
意
見
交
換
会

支
店
運
営
委
員
及
び
総
代
と
の
意
見
交
換
会

　
12
月
６
日
、
本
店
２
階
会
議
室
に
て
、
園
芸
新
規
栽
培
説
明

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
園
芸
産
地
の
作
付
面
積
が
減
少

傾
向
に
あ
る
中
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
園
芸
産
地
振
興
に
対

す
る
取
り
組
み
を
知
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
今
回
は
石
川
県
農

林
事
務
所
、
全
農
の
職
員
同
席
の
も
と
合
同
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　
吉
本
営
農
部
長
よ
り
管
内
園
芸
栽
培
状
況
に
つ
い
て
概
要
説

明
の
後
、
産
地
交
付
金
補
助
事
業
の
対
象
作
物
で
あ
る
、
白
ね

ぎ
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・
に
ん
じ
ん
・
丸
い
も
の
栽
培
に
必
要
な

農
機
具
や
資
材
、
経

営
試
算
及
び
作
業
体

系
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
地
域
特
性
を
活
か

し
た
園
芸
作
物
導
入

に
よ
る「
白
山
農
業
」

の
活
性
化
を
目
的
と

し
て
、
所
得
増
大
や

安
定
生
産
に
向
け
て
、

実
り
あ
る
説
明
会
と

な
り
ま
し
た
。

米+

α
で
収
益
ア
ッ
プ

園
芸
新
規
栽
培
説
明
会

米+

α
で
収
益
ア
ッ
プ

園
芸
新
規
栽
培
説
明
会

米+

α
で
収
益
ア
ッ
プ

園
芸
新
規
栽
培
説
明
会

営農経済部園芸振興課からのお知らせ

新たに、水田利用で野菜栽培に取り組んでみませんか？
JA白山では園芸産地振興に取り組んでいます。

米＋αで収益アップ

★水田転換畑で野菜栽培する場合のポイント★
①排水条件の良い田を選び、必ず排水溝を設置する。（暗渠のある基盤整備田が望ましい）。
②大豆や麦跡の畑地化土壌の活用や隣接水田からの浸水を避けるため、輪作による土地利用を工夫する。

※その他の品目についてもご相談ください。 営農経済部園芸振興課 ☎（０７６）２７３－５２７７

品目 お勧めポイント

ブロッコリー
県外の大産地の端境期に出荷する産地として評価されています。また、
国産と輸入品は住み分けされており、今後も需要が見込めます。

白ねぎ
収穫期間が長く、計画的に収穫・出荷が可能です。植え付けから収穫、
皮むき、選別まで機械化体系が整っています。

ニンジン
播種から収穫、洗浄、選別まで機械作業が可能です。地元市場からの
要望が強く、安定した需要があります。

丸いも
贈答用として需要が高い品目です。水稲や大豆作業と比較的重ならず、
経営形態（個人、法人、集落営農）や規模に合わせた導入が可能です。

カボチャ
栽培が比較的容易で大面積の栽培が可能です。関西や中京方面の市場
での評価も高く、今後も需要が見込まれています。

水田転換畑で野菜栽培にチャレンジしませんか

白ねぎ出荷作業 

にんじん播種作業

ブロッコリー移植機 

蝶屋地区にて蝶屋地区にて

つるぎ地区にてつるぎ地区にて

大神地区にて大神地区にて

手取地区にて手取地区にて 白峰地区にて白峰地区にて
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各自で準備した水引き、ナンテ
ンやセンリョウ、木の実などを
用いて独創性豊かな作品になり
ました。

　
12
月
10
日
、
女
性
部
と
手
取
支
店
職
員
が
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
大
門
園
」
に
て
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
一
支
店
一
協
同
活
動
の
一
環
と
し
て
、
入
居

者
に
き
れ
い
な
ホ
ー
ム
で
年
末
年
始
を
過
ご
し
て
い
た
だ

こ
う
と
、
毎
年
合
同
で
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
、
普

段
掃
除
で
き
な
い
窓
や
サ
ッ
シ
を
丹
念
に
掃
除
し
、
入
居

者
か
ら
の
「
あ
り
が
と
う
」
の
声
に
「
喜
ん
で
い
た
だ
け

て
嬉
し
い
で
す
。
ま
た
掃
除
し
に
き
ま
す
ね
」
と
答
え
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
女
性
部
や
支
店
か
ら
集
め
ら
れ
た
使
用
済
み
タ

オ
ル
や
、
鳥
越
地
区
文
化
祭
で
販
売
し
た
野
菜
や
う
ど
ん

な
ど
の
収
益
金
の
一
部
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

上
吉
谷
も
み
じ
会

一
支
店
一
協
同
活
動

女
性
部
と
手
取
支
店
職
員

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
清
掃

女 

性 

部

「
キ
ラ
リ
女
性
部
」

女
性
部
の
活
動
で
農
業
新
聞
の

取
材
を
受
け
ま
し
た
。

　
12
月
６
日
、
日
本
農
業
新
聞
の
女
性
部
の

活
動
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
、「
キ
ラ
リ
女

性
部
」
の
取
材
が
当
Ｊ
Ａ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
の
質
問
に
岡
田
部
長
、

浦
顧
問
が
答
え
ら
れ
、
女
性
部
と
し
て
の
社

会
貢
献
の
役
割
や
、
近
年
取
り
組
ん
で
い
る

米
粉
を
使
っ
た
６
次
化
商
品
の
ヒ
ッ
ト
開

発
秘
話
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

つ
る
ぎ
支
部「
じ
ゃ
が
い
も
ク
ラ
ブ
」

手
作
り
の
し
め
縄
で
新
年
を

迎
え
よ
う
!!

　
12
月
15
日
、
本
店
で
毎
年
恒
例
の
正
月
用

し
め
縄
作
り
教
室
が
開
催
さ
れ
、
参
加
者
30

名
は
、
稲
わ
ら
を
束
ね
、
心
を
込
め
て
形
を

整
え
、「
一
文
字
」
と
「
リ
ー
ス
」
の
２
種

類
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
農
耕
民
族
で
あ
る

日
本
人
に
と
っ
て
、
自
然
の
恩
恵
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
る
稲
、
稲
の
茎
を
乾
か
し
た
藁

は
特
別
な
力
を
秘
め
た
も
の
の
よ
う
で
す
。

参
加
者
は
「
家
族
み
ん
な
が
健
康
で
過
ご
せ

る
よ
う
に
心
を
こ
め
て
作
り
ま
し
た
。
我
が

家
に
飾
っ
て
良
い
新
年
を
迎
え
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

ク
リ
ス
マ
ス
慰
問
活
動

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
は
、
12
月
20
日

月
橋
町
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
あ
す
か
」
を

訪
問
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
歌
や
ク
イ
ズ
な
ど

で
入
居
者
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
は
「
入

居
者
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
て
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
お
体
に
気
を
つ

け
て
い
い
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
」
と
話
し
、

和
や
か
な
パ
ー
テ
ィ
と
な
り
ま
し
た
。

インタビュ―を受ける女性部岡田部長と浦顧問

寄付金を贈呈する浦手取支部長

　
12
月
10
日
、
本
店
２
階
和
室
で
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
一
環
と
し
て
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
こ
ど
も
く
ら
ぶ
の
「
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
＆
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
座
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
ア
ロ
マ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
河
崎
貴
子
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
オ
イ
ル
を
自
分
の
好
き
な
香
り
で
ブ

レ
ン
ド
し
、
そ
の
オ
イ
ル
を
使
っ
て
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

の
仕
方
を
学
び
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
親
子
13
組
は
「
良

い
香
り
で
癒
さ
れ
、
子
供
も
楽
し
め
ま
し
た
」「
と
て
も

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
時
間
が
過
ご
せ
ま
し
た
。
オ
イ
ル
に
つ

い
て
詳
し
く
聞
け
て
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
も
で
き
て
良
か
っ
た
」

な
ど
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
今
年
度

も
多
数
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
年
度

も
ア
ン
パ
ン
マ
ン
こ
ど
も
く
ら
ぶ
は
子
育
て
支
援
の
イ
ベ

ン
ト
を
多
数
ご
用
意
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
共
済
ア
ン
パ
ン
マ
ン
こ
ど
も
く
ら
ぶ

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
＆
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

好みの香りでブレンドしてオリジナルのアロマに

ひまわり迷路作り お菓子作り リース作り 地区文化祭への参加

恋活プロジェクト

第６回 ＪＡ白山女性大学のご案内第６回 ＪＡ白山女性大学のご案内

がん予防・老化防止！ お味噌には健康維持に様々な効果が！！
日　時●平成29年１月18日（水）  午前10時～12時
場　所●農産物加工センター（道法寺町）
講　師●北村　静江さん
受講料●1,500円
申込み締切日●１月12日（木）　募集人数／６名
女性大学事務局（担当：総務部  藤本・鳥居）  TEL（076）272-3333

味噌作り 手前味噌を作ろう

マイ「おけ」のある方は
ご持参ください

　女性部・青壮年部では新規部員を募集しています。「地域が好き」
「農業に興味がある」「ボランティア活動をしたい」「新たな仲間づく
りをしたい」等々、農業をしたことがない方でも歓迎！ 元気で前向
きな方なら年齢は問いません。みんなで楽しく活動しましょう。

女性部・青壮年部部員大募集！

今年度の活動例より
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各自で準備した水引き、ナンテ
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。
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掃
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す
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。
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収
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。
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献
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６
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。
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縄
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迎
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縄
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催
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。
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。
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。
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●
そ
く
さ
い

　
12
月
１
日
、
瀬
戸
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
健
康

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
25
名
は
指
導
員
か
ら

「
手
足
を
同
時
に
動
か
す
体
操
は
大
変
で
す
が
、
頭
（
考

え
）
と
体
（
行
動
）
を
意
識
す
る

の
で
、
認
知
症
予
防
に
効
果
的
で

す
。
お
家
で
も
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
」
と

楽
し
い
お
話
の
中
、「
足
腰
ぴ
ん

ぴ
ん
体
操
」「
ふ
る
さ
と
白
山
体

操
」
で
健
康
づ
く
り
に
は
げ
み
ま

し
た
。
そ
の
後
、
地
域
で
収
穫
さ

れ
た
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
お
好
み
焼

き
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
サ
ロ
ンン

足腰ぴんぴん体操で筋力アップ！

●
蔵
寿
会

　
12
月
９
日
、
山
ノ
庄
町
公
民
館
で
健
康
体
操
と
忘
年

会
を
開
催
し
ま
し
た
。参
加
者
25
名
は
指
導
員
か
ら「
冬

こ
そ
「
足
腰
ぴ
ん
ぴ
ん
体
操
」
を
活
用
し
健
康
で
元
気

に
過
ご
せ
る
よ
う
に
体
操
し
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
去
年

よ
り
上
手
で
す
よ
」
の
声
掛
け

で
体
操
を
行
い
ま
し
た
。「
ふ

る
さ
と
白
山
体
操
」
は
Ｖ
Ｔ
Ｒ

を
見
な
が
ら
立
位
で
大
き
く
身

体
を
動
か
し
ま
し
た
。
終
了
後

は
賑
や
か
に
忘
年
会
を
開
き
、

師
走
の
１
日
を
皆
で
楽
し
く
す

ご
し
ま
し
た
。

笑顔で体操心身健康！

　
12
月
１
日
、
粟
津
温
泉 

「
の
と
や
」
に
て
年
金
友
の

会
の
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
Ｊ
Ａ
で
年
金
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
恒

例
の
行
事
と
な
っ
て
お
り
、

毎
年
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
南
野
会
長
の
開
会
の
挨
拶

で
賑
や
か
に
集
い
が
始
ま

り
、
参
加
者
24
名
は
温
泉
で

日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
、
親
睦

を
図
り
ま
し
た
。

　
同
会
で
は
毎
年
温
泉
旅
行

を
は
じ
め
、
健
康
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
員
の

皆
様
多
数
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
新
規
の

加
入
も
随
時
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
最
寄
り

の
支
店
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 蝶

屋
支
店
年
金
友
の
会
の
集
い

２月は年金感謝デー２月は年金感謝デー２月は年金感謝デー
期　間●平成29年２月15日（水）～28日（火）
対象者●当ＪＡにて年金をお受け取りの方

当JAにて年金をお受け取りのお客様へ日頃の感謝を
込めて、各店舗にて粗品をプレゼントいたします。
みなさまのお越しを心よりお待ちしております。

JA年金来店感謝デーJA年金来店感謝デー
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※KIRACOATとは環境に配慮したガラス樹脂製ボディコーティング
です。

★今までのガラス系コートと違い、キラコートは本剤に特殊撥水成分
（特殊シリカ樹脂＋撥水基）を組み入れる事で、コーティング自ら撥
水する新しいタイプです。超撥水で水玉が小さく、走行中や斜面で
水が流れやすいので汚れのこう着を防いでくれます！

※HAAT COATとは大切なお車をキレイで快適な状態に保つためのボディコー
ティングです。

★ガードコスメSP…ガラス系とフッ素系、両方のメリットを併せ持つグラスコー
ティングです。高級感ある光沢と優れた耐光性！

★SKATO360…新たな技術革新によって実現したスーパーウインドウ撥水コー
ティングで突然の大雨でも良好な視界を確保！

JA白山マイカーセンター
TEL 272-0444
JA白山マイカーセンター
TEL 272-0444

お気軽に
お電話ください

白山農業協同組合 本店 総務部 総務課 採用担当係
〒920－2154  白山市井口町に６２番地１
TEL（０７６）２７２－３３３３

この件に関するお問い合わせ先

■就業場所 JA白山営農経済センター
（白山市井口町は７番地１）

■採用予定人数 若干名
■雇用形態 臨時職員（正職員への登用実績有）
■雇用期間 採用日～平成29年3月31日（１年ごと

に更新あり）
※採用日については応相談

■職　　種 農業関連業務（農作業、農業事務、農
業施設運営、出荷、配送）

■給　　与 平均月給20万円～25万円
 農業に関する経験・能力を考慮
■休　　日 週休２日（勤務カレンダーによる）、
 年末年始（12月31日～1月3日）

■就業時間 原則、8時30分～17時15分
（休憩60分、実働7時間45分）

■そ の 他 年次有給休暇（正職員に準ずる）
■待　　遇 各種社会保険加入、賞与年２回、交通費

支給（当組合規程による）、その他福利
厚生あり

■応募資格 高校卒業以上、農業・農作業経験、普通
自動車免許（AT限定は不可）

 年齢は40歳迄
■応募方法 本店採用担当係まで下記応募書類を

持参または郵送にて提出してください。
■応募書類 履歴書（写真貼付）、職務経歴書
■選考方法 書類選考、面接

第２次農業振興計画における農業生産の拡大と今後の
若年層育成のため、次の項目について人材を募集して
います。

農協職員の
臨時募集について
農協職員の
臨時募集について

求む！
農業経験者
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（平成２８年１１月末実績参考）
組合員数 6,591名（団体含）

68,934百万円
17,901百万円

2,216.5億円

● 貯金残高
● 貸出金残高 
● 長期共済保有高 

1,488,499千円
79,129千円

141名

● 購買品供給高
● 販売品取扱高
■ 職員数（パート除く） 

豊かな自然・・・そして ふれあいJA白山
広 報

新年特集号

当ＪＡ顧問税理士
福田　正寛

無料税務相談会 要予約
ご希望の方は、ご予約を
お願い致します。

お問い合わせ・お申込先

TEL272－3333
FAX273－0690

（担当／総務課 小坂）

●開催日時  平成29年1月25日（水）
  2月24日（金）
 午前９時～12時
●開催場所 JA白山  本店

●申告相談をお受けする体制は2月16日（木）からとさせていただきます。
松任税務署からのお知らせ

お問い合わせ先／ 松任税務署 白山市博労2丁目22番地 TEL（076）276－2345

①印刷した申告書を郵送で提出できる
自宅や会社のパソコン、タブレットを利用して申告書
を作成し、印刷したものを郵送で提出できます。

②自動計算される
給料や年金などの収入金額や扶養親族の氏名・生年月
日などを入力すれば、税額が自動計算されます。

③次回の確定申告書をスムーズに作成できる
入力したデータを保存すれば、次回以降の確定申告書
の作成に利用できます。

「入力方法がわからない」「操作方法がわからない」と
いったご相談は、電話でお問い合わせできます。
まずは電話にてご相談ください。

所得税や消費税の確定申告書の作成は、国税庁ホームペ
ージ（ https://www.nta.go.jp/） 「確定申告書等作成
コーナー」をご利用ください。

所得税・消費税の確定申告に関する相談の受付は、２月16日(木)からです。
相談が必要な方は、２月16日（木）～３月15日（水）の間にお越しください。
受付時間▶月曜日～金曜日　午前９時～午後４時
※会場の混雑状況により、午後４時前であっても受付を終了する場合があります。

【確定申告会場へお越しになる方へ】
●税務署ではパソコンに入力して確定申告書を作成いただいております。
●会場が混み合う場合には、長時間お待ちいただくことがあります。
●確定申告書に計算誤りなどがある場合には、税務署から文書にてご連絡します。
●ご自身で作成された確定申告書は１月から受付しております。
●確定申告書にはマイナンバーの記載と本人確認書類の提示が必要です。
　会場へお越しの際は、次のいずれかをお持ちください。
　・マイナンバーカードをお持ちの方➡マイナンバーカード　
　・マイナンバーカードをお持ちでない方➡通知カード＋ 顔写真付きの身分証明書（運転免許証など）

メリット‼
e-Tax作成コ－ナ－ヘルプデスク

確定申告電話相談センター
 1/19（木）開設

☎0570-01-5901
　  （全国一律市内通話料金）
★月曜日～金曜日　9時～17時（祝日を除く）
★1月16日（月）からは、9時～20時
　（土・日曜日を除く毎日）
★2月19日（日）以降は、日曜日も受け付けて
　います。

☎076-276-2345（松任税務署）
※音声ガイダンスにしたがって「0」番を選択してください

★月曜日～金曜日　9時～17時（祝日を除く）

電話で相談できます！電話で相談できます！電話で相談できます！


